
舞 監 第　4　号

平成29年5月12日

舞鶴市議会議長　上野　修身　様

舞鶴市監査委員 　谷川　眞司

舞鶴市監査委員 　瀬野　淳郎

　　その他

（２） 期　日　　平成29年4月14日

（３） 方　法

（４） 結　果

（１） 対　象　水道事業会計及び病院事業会計

（２） 期　日　　平成29年4月14日（病院事業会計）

平成29年4月19日（水道事業会計）

（３） 方　法

（４） 結　果

３　各会計等収入支出の状況は、別紙のとおりである。

　検査は、各企業会計の総勘定元帳、補助簿、その他諸帳簿、証書、証票及
び試算表並びに出納取扱金融機関の預金残高証明書により計数を照合する等
の方法によって、現金の出納、保管を主眼において実施した。

 ①　計数は正確であり、現金の保管は適正であると認められた。

 ②　事務処理及び手続きについては、適正であると認められた。

２ 公営企業会計

例月出納検査結果報告（平成28年度2月分）

　地方自治法第235条の2第1項の規定により、平成28年度2月分の出納検査を実施した

ので、同条第3項の規定によりその検査結果を提出する。

　なお、監査委員 瀬野淳郎は、平成29年3月31日まで市民病院管理部総務課長の職に

あったので、病院事業会計においては除斥した。

記

１　一般会計及び特別会計

（１）対　象

　　一般会計

　　特別会計 国民健康保険事業、簡易水道事業、土地建物造成事業、貯木事

業、下水道事業、駐車場事業、介護保険事業及び後期高齢者医

療事業

繰越明許費、歳入歳出外現金及び基金

　検査は、会計管理者所管の歳入簿、歳出簿、その他諸帳簿、証書、証票及
び基金保管金調書並びに指定金融機関の公金現在高報告書により計数を照合
する等の方法によって、現金の出納、保管を主眼において実施した。

 ①　計数は正確であり、現金の保管は適正であると認められた。

 ②　事務処理及び手続きについては、適正であると認められた。



平成29年2月28日現在

１   一般会計及び特別会計

    （単位：円）

収   入   額 支   出   額 差   引   額

25,455,598,705 24,944,256,984 511,341,721

7,877,348,529 8,684,442,944 △ 807,094,415

107,511,422 333,937,316 △ 226,425,894

36,651,202 232,955 36,418,247

46,815 421,205 △ 374,390

917,523,006 2,074,610,894 △ 1,157,087,888

89,776,158 20,856,401 68,919,757

6,278,548,465 6,191,233,261 87,315,204

7,544,546 1,374,033 6,170,513

951,855,920 803,518,253 148,337,667

617,815,970 985,319,195 △ 367,503,225

7,157,000 17,534,680 △ 10,377,680

50,000 547,815,560 △ 547,765,560

3,939,924,444 3,853,211,777 86,712,667

46,287,352,182 48,458,765,458 △ 2,171,413,276

前 月 末 残 高 当  月  増  減 当 月 末 残 高

8,993,388,794 △ 241,279,000 8,752,109,794

２   公営企業会計

収益費用の状況

収     益 費     用 差   引   額

1,267,385,494 1,166,227,106 101,158,388

1,028,158,839 1,326,226,565 △ 298,067,726

企　業　別

水道事業会計

病院事業会計

歳 入 歳 出 外 現 金

合        計

（２）基金の状況

育英基金等25件

駐 車 場 事 業 会 計

介 護 保 険 事 業 会 計
（ 保 険 事 業 勘 定 ）

介 護 保 険 事 業 会 計
（介護サービス事業勘定）

後期高齢者医療事業会計

繰
越
明
許
費

一 般 会 計

簡易水道事業会計

下水道事業会計

下 水 道 事 業 会 計

平成28年度   舞鶴市各会計等収入支出現計表

（１） 現金出納状況

会   計   別

一 般 会 計

国民健康保険事業会計

簡 易 水 道 事 業 会 計

土地建物造成事業会計

貯 木 事 業 会 計


